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■数値指標の例 

 

目標例 数値指標例 区分
交通施策との
関連性の高さ

住民目線での
わかりやすさ

計測に伴う
調査・分析の

負担
住民等の公共交通の利用者数（総数、1便当たり、走行台キロ当
たり　等）

標準 高い
わかり
やすい

負担小さい

住民等の公共交通の利用頻度 推奨 高い
わかり
やすい

住民等の公共交通利用率 推奨 高い
わかり
やすい

平均乗車密度 推奨 高い

断面輸送量 推奨 高い

個別路線・系統の利用者数 推奨 高い
わかり
やすい

利用者・住民等の地域の地域旅客運送サービス全般に対する満足度 推奨 高い
わかり
やすい

公共交通に関する高評価（感謝等）、低評価（苦情等）の件数 選択
わかり
やすい

利用者・住民等の地域の地域旅客運送サービスに対する認知度 推奨 高い
わかり
やすい

公的資金が投入されている公共交通事業の収支（収支率もしくは
収支差）

標準 高い
わかり
やすい

負担小さい

公共交通への公的資金投入額（総額、利用者1人当たり、住民1人
当たり）

標準 高い
わかり
やすい

負担小さい

運賃収入 推奨 高い
わかり
やすい

運行経費 推奨 高い
わかり
やすい

クロスセクター効果（分野別代替費用と財政支出の差額） 推奨 高い

公的資金投入に対する理解度 選択
わかり
やすい

情報のオープン化（オープンデータ化） 推奨 高い
わかり
やすい

負担小さい

キャッシュレス決済の導入件数・導入率 推奨 高い
わかり
やすい

負担小さい

駅・停留所施設、運行情報、広報媒体等の多言語化 推奨 高い
わかり
やすい

負担小さい

商店街の来街者数 選択
わかり
やすい

商店街最寄りのバス停の乗降者数 選択
わかり
やすい

観光客数（入込観光客数、宿泊者数等） 選択
わかり
やすい

観光地最寄りのバス停の乗降者数 選択
わかり
やすい

各個人や地域内主要箇所からの通学・通院・買い物等の主な目的地へ
の移動手段の有無・便数

選択
わかり
やすい

負担小さい

主な学校、病院、商店街近辺のバス停等の有無 選択
わかり
やすい

負担小さい

高齢者の外出回数 選択
わかり
やすい

自宅から通学できる高校生の割合 選択
わかり
やすい

公共交通カバー率（人口もしくは面積） 推奨 高い
わかり
やすい

集落カバー率（人口もしくは面積） 推奨 高い
わかり
やすい

公共交通空白・不便地域率（人口もしくは面積） 推奨 高い
わかり
やすい

地域間の移動者数【地域間幹線系統確保維持事業の活用の際は設定推
奨】

推奨 高い
わかり
やすい

輸送容量 推奨 高い 負担小さい

運行回数 推奨 高い 負担小さい

地域全体の公共交通延長 推奨 高い 負担小さい

CO2排出量の削減 選択
わかり
やすい

自家用車分担率の縮小 選択
わかり
やすい

渋滞の削減 選択
わかり
やすい

安全確保 免許返納者数の拡大 選択
わかり
やすい

負担小さい

公共交通の沿線人口 選択
わかり
やすい

負担小さい

住宅着工件数 選択
わかり
やすい

負担小さい

地価公示価格 選択
わかり
やすい

負担小さい

地域間幹線系統に接続している地域内フィーダー系統の便数、接続率
【地域内フィーダー系統確保維持事業の活用の際は設定推奨】

推奨 高い
わかり
やすい

地域間幹線系統に乗り換える地域内フィーダー系統の利用者数【地域
内フィーダー系統確保維持事業の活用の際は設定推奨】

推奨 高い
わかり
やすい

地域内フィーダー系統と地域間幹線系統との平均待ち時間【地域内
フィーダー系統確保維持事業の活用の際は設定推奨】

推奨 高い
わかり
やすい

鉄道・高速バス等との接続便数 選択
わかり
やすい

鉄道・高速バス等との平均待ち時間 選択
わかり
やすい

鉄道・高速バス等との接続の有無 選択
わかり
やすい

接続するフィーダー系統との乗り換え回数 選択
わかり
やすい

接続するフィーダー系統との平均待ち時間 選択
わかり
やすい

フィーダー系統との接続数 選択
わかり
やすい

地域間幹線系統との接続の有無 選択
わかり
やすい

まちの
にぎわい創出

系統間での
円滑な接続の

確保

公共交通利用
者数の維持・

確保

事業効率の
改善

観光振興

おでかけ機会
の確保

環境負荷の
軽減

人口規模の
維持

既存サービス
の改善（情報

化）
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